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詰まりにくくエアロス極微量な『ドレン排出器』

空気圧縮機の空気槽やエアドライヤ、フィルタなどから空気中の水分と空気圧縮機からの油を排出する
ドレン排出器は、圧縮空気の空気圧を利用してドレンを機器の外部へ排出しています。このドレン排出器
には、タイマーで作動させる方式や空気圧を利用して一定時間毎に排出させるディスク式などがあります
が、これらはドレン排出と同時に圧縮空気も排出しますので、エネルギーロスが生じています。
今回は、内部にドレンの量を検出する『容量センサ』を組み込みエアロスを極微量に抑え、さらにドレン
中のごみによるトラブルに強い大口径ダイヤフラム弁を備えたドレン排出器【ベコマット】を紹介します。

ドレン
処理装置

BEKOMAT外観

“BEKOMAT”取付例

130m3／min(約800kw相当）までラインアップ

アラーム表示有

注意：エアによる圧送が必要なドレン処理装置への適用には制約が有ります。

詰まりにくい
大口径ダイヤフラム弁
の採用でストレーナを
不要としている

エアロス極微量
容量センサの採用で
ドレン量に応じて
弁を開閉している

主な特徴

O社製ディスク式ドレン排出器の排出量は、当社実測値で※0.032ｍ3／分でした。
条件を 24 時間／日、25 日／月、0.69 MPa、エア単価＝1.5円／ｍ3とすると、
エアロス額は、0.032×60×24×25×1.5=1,728 円／月（約 20,700円／年）です。

※排出ドレン量分は含んでいません。
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